
第 4回研究会における主な意見と対応案 

 指 摘 事 項 対 応 案 備考 

1 

・ 港湾にはさまざまな側面や価値があり、国と港湾管理者が連携するだ

けではマネジメントでできることも限定されてしまう。そのため、港

湾ユーザーや関係機関なども含めた関係者が連携し、関係主体の集ま

りであるポートコミュニティ（港湾・地域共同体）で取り組む次のス

テップのマネジメントを踏まえつつ、国のマネジメントを進めていく

べきである。 
・ 毎年のＰｌａｎ－Ｄｏ－Ｓｅｅサイクルの中で、成果が出てくるタイ

ミングと翌年度の目標をセットするタイミングが前後する懸念があ

るため、次年度からの試行の中で、指標によってデータの集計時期等

も検討する必要があるのではないか。また、評価段階を考えると、港

湾やターミナル別、機能別などで評価することも、今後検討していく

必要があるのではないか。 
・ 次年度以降、継続的にトライ＆エラーを重ねながら、改善につなげて

いくことが必要である。今後も継続的に取り組むべき課題があること

を認識しつつ、次年度からの試行により、まずは、港湾行政の改善に

向けた第一歩を踏み出すべきではないか。 

・ 本年 8月に国から試行をスタートした。試行段階に
おいても、港湾管理者やポートコミュニティによる

マネジメントまでを意識しながら進めていくととも

に、試行を通じて、成果がでるタイミングや目標を

設定するタイミングを確認し、次年度からの本格導

入に反映したい。 
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2 

・ 利用者の満足度調査については、港湾ユーザーと地域住民とで大きく

その評価が違うことも想定されるが、その評価の違いをいかに港湾行

政に結びつけるかというのが、まさにこのマネジメントの成果になる

のではないか。 

・ 政策や事業の効果等について、様々な角度から分析

し、かつ分かりやすく説明し、「年次成果レポート／

年次実行プラン（仮称）」において公表する。 
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・ マネジメントの背景や目的だけではなく、マネジメントによりどのよ

うな行政に変わるのかという点についても、「成果重視の行政」や「効

率的な行政」をよりわかりやすく具体的に記述し整理するとよいので

はないか。 

・ マネジメントによって変わる行政の姿については、

港湾行政マネジメントの確立に取り組むことにより

期待できる効果として「提言」に反映した。 

提言 
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・ ポートコミュニティによるマネジメントを実現するためには、国や関

係行政機関、港湾管理者、港湾ユーザー、地域住民などのぞれぞれの

責任の所在、リスクのシェアリングなど、マネジメントのルールが育

つ必要があり、最初は国が中心になりマネジメントをリードしていく

必要があるのではないか。 
・ ポートコミュニティで取り組むマネジメントでは責任の所在が不明

確になる等の懸念もあるし、指定管理者制度など公共施設の管理に関

わる行政の関わりについても変化があり、行政とマネジメントの境界

領域などについても整理をしていくとよいのではないか。 
・ 港湾行政マネジメントと港湾行政をどう捉えるかについては、大変難

しい問題であり、港湾行政組織などのあり方については別次元の話と

して、当面は切り離して考えてもよいのではないか。 

・ ポートコミュニティによるマネジメントを目指すほ

ど行政とマネジメントとの境界や責任の所在が曖昧

になる恐れがあるため、今後検討すべき重要な課題

であると認識しているが、まずは、港湾行政マネジ

メントが有効に機能するシステムとなるよう確立に

向け積極的に取り組んでいく。 

－ 

 


